
※各調査の概要および基本データ， 調査結果の詳細については， 「モバイル社会白書2021年版」にてご確認をお願いいたします。

子どものICT端末
所有状況1 子どものICTサービス

利用状況2 3 保護者の意識と
親子間ルール

小1～小3 3～4割ほど
小6 過半数超え
中学生 7割程度

関東・近畿 7～8割
北海道・東北・中部・
東海・中国・四国・九州 約5割

子どものICT利用5 章

モバイル社会白書2021年版

以上 小中学生ではいずれの学年でもおおよそ8割以上が校内
への持ち込み制限がある

3人に1人が保護者とスマートフォン
利用率の高い
関東, 近畿では
中学生になると

学年が上がるにつれて拡大

自分専用の
端末としての
スマートフォン
所有率 6割

6割

以上6割
中学1年生で

小学校低学年

スマートフォン利用率 家族などで共有している
ものを含む

中学生になると
夜10時以降まで
インターネットを
利用している

いずれの地域でも毎日YouTubeを利用 スマートフォン利用の親子間ルール

親子間のメッセージ利用頻度

中学生になると毎日LINEをする子ども

小学生 中学生

過半数3割超え程度

TikTokを
毎日利用

小4～小6の    1割ほど
中学生になると3割ほど

手早く文字
入力ができる
中学生

携帯電話で  6～8割
パソコンでは 約3割

スマホを使うのは
決められた時間だけ

食事中にスマホを
利用しない

週に4, 5回以上

メッセージをやりとり




